
                    

 

 

 

 

 

国際機関 日本アセアンセンター 

 

昨年設立から 50 周年を迎えた ASEAN（東南アジア諸国連合）は、本年 1 月からリム･ジョック・ホイ新

事務総長のもと、シンガポールで行なわれる 11 月の ASEAN サミットに向け、様々な制度構築やコンセン

サスつくりに挑戦しています。 

日本アセアンセンターでは、1967 年 8 月 8 日の設立から 51 年目を記念して、在京 ASEAN 各

国大使で組織される ASEAN 委員会 in 東京(ACT)との共催で記念シンポジュームを開催することとし

ました。 

基調講演として、本年 1 月に ASEAN 経済共同体担当の事務次長に着任されましたリロ氏に

最新の ASEAN 経済共同体事情と今後の方向性についての基調講演をお願いしています。また、

パネルディスカッションでは、産官学のお立場から 3 名のパネリストに ASEAN についてのコメントや

視点を頂く予定です。 

皆様の奮ってのご参加を心よりお待ち申し上げます。 

日時 2018 年 8 月 8 日（水）午後 2 時―4 時 40 分（受付開始：午後１時 30 分） 

会場 

ベルサール御成門駅前ホール【日本アセアンセンターに隣接】 

東京都港区新橋 6-17-21 住友不動産御成門駅前ビル１F 

http://www.bellesalle.co.jp/room/bs_onarimon/access.html 

講演者 

(予定) 

開会挨拶 

ASEAN 委員会 in 東京(ACT)委員長 ヴィロード・スンダーラー 

 (駐日ラオス特命全権大使) 

基調講演「ASEAN 経済共同体からみる 2018 年 ASEAN 会合への期待とは」（40 分） 

ASEAN 経済共同体担当事務次長 アラディン・リロ  

パネルディスカッション・質疑応答（70 分） 

アラディン・リロ ASEAN 事務次長 

経済産業省通商政策局 通商交渉官 篠田邦彦  

  「（仮題）ASEAN 進出の日本企業への支援と ASEAN に期待すること」 

九州大学 経済学研究院教授 清水一史 

「ASEAN 経済統合の意義と課題」 
（株）三井物産戦略研究所 国際情報部アジア・中国・大洋州室室長 新谷大輔 

「企業から見た ASEAN の魅力と課題」 

 

主催 国際機関日本アセアンセンター 

共催 ASEAN 委員会 in 東京（ACT） 

後援 外務省、日本商工会議所、他団体（調整中） 

定員 250 名（先着順） 

言語 日英同時通訳 参加費 無料 

 

問合先 
国際機関日本アセアンセンター 貿易投資部（投資）／中西 Tel:03-5402-8006 

＊電話・メール・FAX によるお申し込みおよびキャンセル待ちは受け付けておりません。 

https://www.asean.or.jp 

申込方法 下記 Web ページよりお申し込みください。 

https://www.asean.or.jp/ja/invest-info/eventinfo-2018-16/ 
※お申込みいただいた方には受講票を発行します。当日は会場受付にて受講票とお名刺をご提示下さい。  

※ご記入いただいた個人情報は、本セミナー講演者への提示および弊センターからの各種ご案内をお送りする目的のみに 

使用します。 

≪ASEAN 設立 51 周年記念シンポジューム≫ 

『ASEAN の挑戦と課題：2018 年』 

https://www.asean.or.jp/
https://www.asean.or.jp/ja/invest-info/eventinfo-2018-16/

